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　海若ら＼s.大'$. ツン/＼°7抽弧物（S Pエ）,c T-eナIし－pし一メチオニン-^添加レそ・・

体内の利用如筆について練餌し化。か回はフセナ1レーD -ﾒ･チ才＝ニンのま体内利用につい

て詳しく検討しずらので報告す私

（方宏}　C'ロ%ズミ^用いづ0%. タン/り質レやレのS Pエ乍料）おぶびこれにり一芦

千万-ン，ア-E ヤレーＤ一芦ナオニy£それぞれ0.4-% 帚naし政群^設けて3鏝間飼有壱行

（そ心恭加棚秀を観無し七．^ Tc S｀回e time -feedi恂‘^ ゛ろ血中尽系能屡寡溥猿潮気

宏で了-tlケiレーD－メチオニンの添和勧果を判吏し恍，一方アセ。ナ?レーV ーメチオ＝ンの

･｀腸酉の秀勧^ 見ゐ化め，:!ヽ嗚象面徊難物-&/V－ア-c^ lレーD -ﾌﾟヽチオニ-y ＼,ZIn y池田で

作削で-tt,そむ^吃フ也千1レ勧果^食傷ワロマトゲラフｆ一･£凩いて詔べゐ乙と七･≒了七

刊し- P －メチオニンのか琢刄転S八C弐にぶる吸侭ぎ爽・測吏も同様のす穀± 印いて行っ

仁。

{.㈹渠)　りイ■^子＼し－p－メチオニンにl:t了-e.刊し－pしーメナズニーソ同旅，s PI に対

ずるﾗ恥口効果のある二- 乙が靫長噺草なりびに血一宇急募彫家系利差哭鰍^sこリ塾めうれ化。2）

了'E ケ1し－D - ﾒヽ千不二ンは辰転Sa.C宏|こJこればりーメナすニンのな～垢の悳刄で味収さ

れゐこ｡と-を印った，3），Tセ.^lし一口一卜千すこン<n i【ヽ腸象面刹離絢にぶゐ晩了-G-チ･し化

琢徽茎覆i3-フ-e.ナ】し－PL一声千オニン＼~ X ろ辰応遂胤どた家ti<すふやっ化。○　ニ佩らの樋

果flヽｙ詳相It 不明-f' -J,ゐが, フ'E チIレーV-ﾂﾞ,千オニンは'ヽ隔確付寡において脱フセ千

ル化さ載っつ吸収之飢，ま挿に柔啼さ飢みこ乙が碓狐でき恪。

A―73　　魚の楊ボμ理･- * 弓無効性1/ ダyの損失
s-t大､敷t 米田　弟子

　a 的　瓶憤緻友化物r. よ^ タッハ' 7 噴り■^傷･こフヽヽ1 It タくの執も*ヽ゛め^ が’，調理。携･ダ

物の場合にi同様の現象が起? ！と*ヽ゛旅雅で^ ^ . ')ジ｀ンij脂隻眼化物とi ，ヒi 及ぢし

やすいアミノ雌r゛あ^ ヒ芳i. られ１のTヽ, 今眼 It楊げ物八i,ヽけ3 布効性ソy ンの吸化き剛

良す3 こi: によ7 Z 、タンハ，ク噫の^大き明ら*ヽにす馬。

　方殖　タバ　カシイなとヽヽ/，樟。身,碑き抑舛泗と劣化iA （2む時同加熱油）とて｀楊ヴ･，　それ

Vれの蛎料の有効性') シヽヽンき欠■しr-,.曳知性ソジンI* Ca.け"^－i^rらのt 域に禅L･｀z 気量

しr・，また. 試科油のi柘価, 盈酸化物価. カIレ木゛＝ル価. 脂片岐仙成'- つい-i i 珊'I曳き行

い，これりと有効性ソジ｀ンの複大とのi匍連き検討しむ。

　諸果（D）力けｳ性リジンの靖矢庫‘ぷ鼻種1- よって1 ? *''，/μ゜C.5 分｝可の賜げ'々理I- よ

フて. 6 - 2λ% の城少が貧められr--，

　叫　同じ試料魚陶^劣化油r捧if喰場奄･・It, 抑科妙v揚,f｀だ賜冷ふソi . 有効性ノ>'

ンの楕失･よ/≪ 祐和良増加l t-.

　と3）有効性ソシッの操良と，捲りf徊の屋酸化物価，ヵ･ﾚぶ｀=･ 'レ価, リノール賊城小今年

ヒの庚i迷にフいz　あ5 程友の矛､唆が｀碍られた.

　C4）永肉き珀浸C^冷吽匯/）I 瓦Ti-け・りぶヽ肩知性ソy ンめ樋大･fifんどみら/I なか、

i'。




